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品詞認定に対するコーパス利用の貢献

石塚直子

キーワード.国語辞典、コーパス、品詞認定、複合名詞、サ変

要旨

本稿は r子育てJr値下がり j のような「名詞十和語動詞連用形j型複合名詞

の研究が， 日本語学研究の観点のみならず， I童話辞典編集に対しでも寄与する

ところを提示する。具体的には，現在の国語辞典における， r名詞+和語動向連

用形J型複合名詞の品詞認定 cr名詞j あるいは「名詞・サ変J)のラベリング

が実態と合っているか，現状の国語辞典の品詞認定で本当にこれらの複合名詞

の用法がカバーで、きているかについて検討を行う。そして，品詞認定を適切に

行うためにはコーパスを用し、た実態調査が必須であることを確認し，その調査

結果を基に， r名詞+和語!lVJ~nJ連用形」型複合名詞の「品詞認定モデル(rサ変j

および「名詞j 表示の目安)Jを提案する。

1.本稿の毘的

本稿では， (1)のような「名詞+和語動詞(連用形)J型複合名詞(以下 iNV型

複合名詞J) ぺを対象とする¥

(1) a.子育て，値下がり，山越え，姿見

b.子育てする，値下がりする， ??山越えする??姿見する

*1 NV型複合名詞の後項は和語の動詞連用形の場合に限り j言語研究jのような漢語の NV

型複合名詞は取り扱わない。なお，前項の名詞については，ひとまず語種を限定しないこ

ととした。

*2 本稿では，石塚 (2011)のコーパス調査により用例がみられない(=用例 0) ものを

r?? Jと示すこととする。 r*j としないのは，今回の調査では用例がみられなかっただけ

で，実際に使用されている可能性も考慮したためである。
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c子育てをする??値下がりをする，山越えをする??姿見をする

本稿の目的は，国語辞典の品詞認定のずれや記述の妥当性の観点から， NV型複

合名詞研究が国語辞典編集に寄与するところを提示することである。具体的には，

NV型複合名詞における 現在の国語辞典の品詞認定 u名詞Jr名詞・サ変J)の

ラベリングが実態と合っているか，現状の[君語辞典の品詞認定で本当に NV型複合

名詞の用法がカバーできているか等について検討を行う。そして，品詞認定を決定

するためには，コーパスを用いた実態調査が必須で、あり，そしてその調査結果から

「品詞認定モデル crサ変j および「名詞J表示の目安)Jを提案する。

2. NV型複合名詞研究

本稿は， NV型複合名認に「スルJrヲスルjη がつくかどうかという用法を基

準に，表 iのような 4分類を想定している六

[表 1]NV型複合名認の「スノレJrヲスルj の用法と分類*5

本稿にお時現象の名付け I NV型複合名詞 NV型複合名詞 伊j 題語辞典で想定される

+ス11-- 十ヲスル ((1)より) 品詞認定

分類 i スル専用型 。 つつ 値下がり 名詞・サ変

分類豆スル・ヲスル兼用型 。 。 子育て 名詞・サ変

分類謹ヲスル専用型 つつ 。 山越え 名詞

分類N スル・ヲス11--不用型 つつ つつ 姿見 名詞

キ3 本稿において rヲスルJとは NV型複合名詞に「ヲスル，ガスル，ニスノレ」をつける

ことが可能なもののことである。本稿では，これらの形を「ヲスノレj で代表させる。なお，

今回は「ヲ，ガ 3 ニJ という文法格を中心とし，それ以外の格については今後考えていき

たい。

*4 NV型複合名詞に関する先行研究には，影山 (1993)(1999)，伊藤・杉岡 (2002)がある。

彼らは， NV型複合名詞を fモノ名詞Jiデキゴト名詞(単純事象)J iデキゴト名詞(複雑

事象)Jと3つに分類しているが，本稿は用法による 4分類にした。

*5 石塚(2013) [表 1]を改訂。
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表 iより，分類 I・互にあたる「値下がり Jf子育てJのような NV型複合名詞

は「スルJがつくのでサ変と認定され，他方分類II.IIIにあたる「子育てJ f山越

えJのような NV型複合名詞は「ヲスノレj がつくので名詞と認定される。分類Nに

あたる「姿見Jは， fスノレJfヲスルj はつかず f姿見が倒れたJのように「格助

詞のついた一般的な名詞用法Jを持つため，品詞認定は「名詩Jとされる。なお，

f格助詞のついた一般的な名詞用法j を持つことは，分類 1-----盟にも当てはまるの

で，結果，分類 I-----Nはすべて「名詞」と品詞認定される。

ただし，この時少なくとも 2つの問題が生じている。 lつは， NV型複合名詞に

「ヲ十一般動詞Jがつく場合(f格助詞のついた一般的な名詞用法J)と「ヲスルj

がつく場合(iヲスノレJ用法)とをひとしなみに f名詞Jという同じ品詞認定で扱

ってもよし¥かという問題である。もう 1つは，分類II.IIIがはっきり 2つに分けら

れるわけではなく，中間的なものも多く，それをどちらに分類するかという問題で

ある。これらの中間的なものについては，従来辞典執筆者によって直感で決定され，

品詞認定が行われてきたため，例えば 3節でみるように， NV型捜合名詞が辞典に

より異なる品詩認定をされている。このような国語辞典の品詞認定が，コーパス調

査の結果と一致しないことはすでに楊(2010)が漢語の自他認定について指摘してい

る。本稿で、も，国語辞典の品詞認定と実態調査とのずれが，漢語の自他認定だけで

はなく和語の NV型複合名詞でも共通し，起こっていることを示す。

以上を踏まえ，本稿では，いくつかの語について，コーパスによる実態調査と国

語辞典とのずれを示し， NV型複合名詞の品詞認定( I名詞JI名詞・サ変J)の基

準が，より現実的な使用実態に基づくべきであることを述べる。さらに，今後の国

語辞典を考える上で，コーパス調査の結果をどのように活かしていくか， 4節で構

想を示す。

3. 現在の毘語辞典の品詞認定およびコーパス調査とのずれ

本稿で扱う NV型複合名詞は，石塚(2011)の INV型複合名詞データベースJ*6 

*6 fNV型複合名詞データベースJは， w明鏡国語辞典~ (2003)の見出し語に立項されて

いる NV型複合名詞 1845語に「スルJfヲスノレj がつくかどうか， f新聞J(W毎日新開~ 1999 

年から 2007年までの 9年間分)をコーパスとして用いて調査を行い，作成したものである。
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からJ友1年した 106ij吾であるη。

3.1. 各国語辞典における品詔認定のずれ

楊 (2010)は自他両用の漢語動詞が国語辞典によってどのように自他の認定がされ

ているのかを調査し，自他認定の一致率を出している。楊(2010)では， 3つの国語

辞典での自他認定の一致率が 29.5%である(すなわち一致していないものが 70%以

上である)ことを示し，菌語辞典の自他認定にはゆれがあると指摘した。

本稿も，楊(2010)で行われた手法*8を参考に， NV型複合名詞 106諾の品詞認定

を 3つの国語辞典で確認した。その結果 3つの国語辞典における NV型複合名詞

の品認認定(i名詔Jr名詞・サ変J) が一致しているかどうかは図 1のようになっ

た。

口品詞認定が 3辞典すべてで一致している語数 襲撃品詞認定が 3辞典で一致していない語数

{図 1]3つの国語辞典すべてで一致している/一致していない語数および比率

図 lより 3つの国語辞典での， NV型複合名詞の品詞認定の一致率は，一致し

ていない語の方が一致している語よりも多く，楊(2010)の漢語の自他認定の場合よ

りも低い率(約 17%) を示しており， NV型接合名詞が「名詞Jか「名詞・サ変J

か，という品詞認定の判断が，各国語辞典間で揺れていることがわかる。

3.2. 実態調査(コーパス調査)と国語辞典における品詞認定のずれ

品詞認定が 3辞典ですべて一致している NV型接合名詞 18語の実態調査の結果

が表 2である。

*7 本稿は fスノレj が 30以上つく用例がある NV型複合名詞 106語を取り扱う。ここで

f30以上Jとしたのは，調査を行った際アクシデンタルに拾ってしまった用例ではないと

いうことを保証する数であると判断したためである。

*8 本稿が NV型複合名詞の品詞認定を調べる際に使用した国語辞典は，楊(2010)と同様で

ある。なお，最新版を用いた。
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{表 2]品詞認、定が 3辞典で一致している NV型複合名詞
入 日 C D E F 

NV書記 ヲ念ス計J~ 述語JH:.o:中の遥語周濠中め NV ス J~.s省率 迷E喜朗法 3辞典での

観念名詞 スル (c= ヲスJHiスルニスル スJ~ の割合 ヲス J~ の童話合 鐙象 (NIIt君主主3 の説会 品詞認定
D+E+F) (G=8γ (8+C)) I}-!=I)+ (8+C)) -- (J=8+ 1) 0く=(8+C)令 1)

1 裏nち 4む 。。 976 2.4 474 8.4 86 名詞・他動詞
守口幸1)ぎ 89 75 75 。日 543 45.7 1425 6.2 115 名詞
3 腰折れ 59 。。む 。 1000 00 314 188 188 名詞
4 先取り 666 5 5 。む 993 0.7 1012 658 663 名詞・{伝動i"l
5 tio定め 44 29 29 。。 603 39.7 159 27.7 459 各自

6 ~帯雨入り 103 。日 990 10 340 3日3 30β 名前
7 手当て 207 141 141 。。 595 405 1650 125 21.1 名詞.{I!!.重力お

8 手洗い 31 11 10 G 738 238 443 70 95 名詞

9 手書ぎ 63 6 。5 913 1.4 1111 5.7 62 名前
10手作り 246 7 5 。2 97.2 20 2945 8.4 86 名詞
11 f盛上がり 852 1 B む 999 。1 1942 439 439 名詞・8重力i可

1~ 値上If 858 46 46 8 。 949 5.1 40.24 213 225 名詞・{也重力i司

13 値下がり 504 。。。 1000 00 1086 46.4 46.4 名詞・自動詞
14値下げ 711 28 28 。 96.2 38 3300 215 22.4 名i"l.他動詞
15 f蜜引き 105 10 10 G む 913 8.7 832 126 138 名お.{伝動詞
16 お倒し 982 10 4 。6 990 日4 3850 255 258 名詞

17門前払い 67 27 7 。20 713 7.4 449 149 209 名i"l

表 2から，品詞認定の一致している語にも問題がある。例えば，表 2の 18語で，

fL.品詞認定Jが「名詞j と一致しているものは， 9語ある。そのうち fG.述語

用法中のスノレの害IJ合jが 90%以上のものは「腰折れ，梅雨入札手書き，手作り，

前倒しj の 5語である。この 5語は fG. 述語用法中のスノレの害IJ合j が 90%を越え

ているにも関わらず，品詞認定は「名詞j とされており， r名詞・サ変j のように

fサ変J表示はされていない。一方， r夜逃げj は rG.述語用法中のスノレの割合j

が 83.8%でありながら「名詞・サ変J と「サ変j が認定されている。このことは，

国語辞典の品詞認定とコーパス調査(実態調査)が逆転現象を起こしているように

みえる。少なくとも，表 2の冨語辞典の品詞認定を見る限り どんな基準により「名

詞・サ変Jをつけているのかが媛味であり，どのように NV型複合名詞の品詞認定

(f名詞Jr名詞・サ変J)を行っているのか分からない。辞典執筆者の主観的な判

断により品詞認定が行われているように思われる。このような問題を解消あるいは

緩和するために，客観的な実態調査によって品詞認定の基準を立てようというのが，

以下の 4節である。

4. r品詞認定モデルJ(rサ変j および「名詞j 表示の白安)

本節では，表 2のような実態調査に基づき，安定した品詞認定ができるようにす
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るための f品詞認定モデ、/レJ Uサ変Jおよび「名詞j 表示の目安)を提案する。以

降では，本稿末尾の「参考資料 (NV型複合名詞 106語の実態調査)Jを，合わせ

て参照していただきたい。

4. 1. NV型複合名詞106語の fG. 述語用法中のスんの割合j 見IJ分布

以下に示すI~ 2は， NV型複合名詞 106語の fG.述語用法中のスノレの割合j別分

布を出したものである。圏 2では，横割iが fG.述語用法中のスノレの割合J，縦軸が

各害IJ合男IJのNV型名詞の語数を表している。

/ 
6り〆
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10 

::0 

10 

10'19 ::O-:!9 30-:-:ifl -1 0・..J.~) :)O'6~; GCH59 ;(1-';9 80-89 9U-!:")Y 10(1 

{図 2]NV型複合名詞 106語の rG.述語用法中のスルの割合J)3IJ分布

図 2より， NV型複合名詞に「スルJ(サ変)をとるものは，かなり右よりに偏

りがあることが分かる。

4. 2 医詔積極的に fサ変j 表示をつけるための目安

第一の提案は， rサ変j 表示をつけるために fG 述語用法中のスルの割合j お

よび fK.(NV総数における)述語用法の割合j の値を使用し 次の目安(基準)を

用いるというものである((2) )。

(2) f G.述語用法中のスルの割合Jが 80%を超えるものには， fサ変J表示をつ

ける。ただし fK.(NV総数における)述語用法の割合Jも参照する。

(2)の f80%J という目安を設定した理由は，図 2で， r90-99%J を大きな山の頂

上とみた時に， f80-89%J が山の裾里子にあたると判断したからである。今回は，仮

に，ほか89%Jを lつの基準として切ってみることにした。実際に f80帽 89%J (80% 
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以上)を iつの基準として切ると， 1辞典を除き， 2辞典間の品詞認定が一致して

いることもわかる(例:格上げ，様変わり等)。もし，この基準を図 2の i70-79%J

(70%以上)で切ると iG. 述語用法中のスルの割合j がけか79%J (70%以上)

に該当する NV型複合名認の品詞認定が， 3辞典間で一致せず，バラつきが大きく

なる。さらに， 70%以下の NV主主援合名詞については「サ変j 表示をつけるかどう

か慎重に検討した方がいいだろう。また， IIK. (NV総数における)述語用法の割合J

も参照する j というのは iiG.述語用法中のスルの割合j が 80%Jに該当するが，

例外であるものの処理を行うためである。例えば i格付けJi底入れ」のように，

iG.述語用法中のスルの割合j が 80%以上のものでも， iK. (NV総数における)述

語用法の割合j が低いものを，例外として検討した方が良いと思われる。なぜなら

ば， i iK. (NV総数における)述語用法中の割合j が低しリものについては，そもそ

も述語用法としてあまり使われていなし¥(使われにくし¥)と考えられるからである O

iK. (NV総数における)述語用法の割合Jを確認すれば， NV型複合名詞の述語用

法(iサ変j 用法・「ヲスノレJ用法)が一般的に使用されているものなのかの実態を

辞典へ反映させることができるようになると思われる。

以上 rG. 述語用法中のスノレの割合JrK. (NV総数における)述語用法の割合J

を基準として用いて， (2)のような「サ変j 表示の目安を提案した。各国語辞典は

本稿の提案した目安をチューニングすることで，実態に基づいた統ーのある，より

規範的な品詞認定を設定することが可能になってくるのではなし、かと思われる。

4. 3 麗詔名詞用法の多寡と名認用法の撞類

第二の提案は， NV型複合名詞における名詞用法の多寡と，名詞用法の種類分け

に関するものである。

表 lの分類 I'""'-'IVの「思語辞典で想定される品詞認定j では， i格助詞のついた

一般的な名詞用法Jがあることからすべて f名詞j とつけた。しかし，実際には，

一般的な名詞としての用法の例数が非常に少ないものも含まれている。例えば r気

落ちj の I.K.(NV総数における)述語用法の割合Jの割合は非常に高く，一般的な

名詞用法が稀であることが分かる。実際に i気落ち」は 146語中 129語が「スルJ

用法であり，残る 17語の内 10語が今回の調査で例外とした「スノレj 用法， 7語が

「気落ちはしなしリ等の「ヲスノレj 以外の f格助詞のついた一般的な名詞用法Jで

ある。このような場合には，品詞表示においては「サ変J とするか，そうでないに

しても i(名詞・)サ変Jのように，ふつうの名詞としては使われにくいということ

を反映させる表示もあり得ると思われる((3a) )。一方で i手作り Jのように rK.

つωつl
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(NV総数における)述語用法の割合j の割合が高くない，すなわち述語用法ではな

い普通の名詞用法も多く持つものについては f名詞・サ変j として，名詞用法のあ

ることを示す必要がある((3b) )。

さらに， rK. (NV総数における)述語用法の割合Jが高い複合名詞にも 2種類あ

ることに注目したい。例えば， r前置き j は， r気落ちj 同様， rK. (NV総数におけ

る)述語用法の割合j の割合が高いが f気落ちJ とは異なり rヲスノレj 用法を持っ

ている。「ヲスノレJ用法のある「前置きJは，品詞上，まずは「名詞Jと言うしか

ないので r気落ちJの場合のように名詞表示をなくす(あるいは( )付けにす

る)わけにはし、かない。しかし一方で r格助詞のついた一般的な名詞用法Jは非

常に少なく， r名詞Jの大多数が「ヲスルj の形に限定されてしまっているので，

そのことをどこかで記述したい。その際には，例えば「前置きJであれば仮に rr名

詞・サ変J(ヲスノレ)Jなどとして i気落ちJ等の場合の表示と区別したい((3c))。

(3)名詞用法の多寡による区別と提案する品詞表示

a. rK. (NV総数における)述語用法の割合Jが高いもの

r (名諮・)サ変J(i名詞j をはずす目安)

b. rK. (NV総数における)述語用法の割合j が低いもの

f名詞・サ変J(i名詞j をつける目安①)

c. rK. (NV総数における)述語用法の割合j が高く rH述語用法中のヲス

ノレの割合j が高いもの。

rr名詞・サ変J(ヲスノレ)J (i名詞j をつける目安②(rヲスノレJ表示)) 

4.4 甚罰 rr作文支援J型霞語辞典J

最後に，~亙医亙を用いた r i作文支援団国語辞典Jの構築を提案する。

r i作文支援J型国語辞典Jとは， 日本語学習者(日本語母語話者・日本語非母語

話者両方)が作文をする際の「助けj となることを目指す辞典である。

r r作文支援団顕微j の構築に匿亙堕習を用いることには二つの利

点がある。第一に，当該語が f名詞Jであるか「名詞・サ変j であるかという点に

関して妥当な品詞認定を行うことができる。第二に， rスノレj よりも「ヲスノレj と

いう形式の方がより一般的であるとの晴報を，注記等を通じて学習者(日本語母語

話者・日本語非関税)に向けて示すことが可能になる。例えば，~亙の (3c)

によって，従来の「名詞j という品詞認定だけではなく， rヲスルj 表示をつける

q
J
 

q
/
U
H
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ための目安をつけることが可能となる(例:前置き)。また rH. 述語用法中のヲ

スルの割合Jが高いもの(すなわち「ヲスルJがつきやすいもの(例:腕組み，背

伸び))についても，単に品詞表示を「名詞J とするだけでなく，注記等で「ヲス

ノレ用法が多しリとその旨記述をしたい。 NV型複合名詞に関わらず，漢語でも外来

語でも「スルJをとるのか「ヲスノレj をとるのかは日本語母語話者でさえ判断しか

ねることから，これらの'博報は日本語学習者(日本語母語話者・日本語非母語話者

両方)にとって有用な'情報になり， r r作文支援J 型 I~語辞典J 構築のために役立つ

と患われる。

なお，石塚 (2013)の， r雨漏り， 13持ちJのような「ガスノレJをとるもの uする

・がする兼用型J)や「息切れ，心変わり Jのような「する・をする・がする兼用

型j についても，漢詩および和語に共通して稀な存在で、あり NV型複合名詞では

限られているため，その旨を rr作文支援 j型国語辞典JJの注記等で記述すること

により， 日本語学習者(日本語母語話者・日本語非母語話者向方)が作文をする際

の「助けj となる。

5 まとめと今後の課題

本稿では r名詞Jr名詞・サ変jの品詞認定を決定する際の目安を提案した。 NV

型複合名詞の rNV総数における述語用法中の割合Jr述語用法中のスノレの割合J

を利用した目安は，あくまでも筆者の提案であるが，同様の手法をもってすれば，

和語の NV型複合名詞に限らず，漢語や外来語においても，現在の国語辞典の品詞

認定よりもより実態に近い，統一的な品認認定を行う事が可能になる。そうなれば，

従来重視されてこなかった， 日本語学習者の rr作文支援J型思語辞典j 構築につ

ながってゆくと思われる。

今後は， r r作文支援J型盟諸辞典j を構築するために， r今， 日本語学習者が作

文をする際に必要な博報/欲しい情報」とはどんなものか， NV型複合名詞に限ら

ず，調査を行うつもりである。どのような培報を，どのような形で rr 作文支援j

型国語辞典j へ記述すれば， 自本語学習者(日本語母語話者・日本語非母語話者向

方)にとってより有益となるか，引き続き検討し，出来るものから実際に記述を行

っていきたい。

バ
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93 耳打ち 名詞.(出動lij 名詞 名詞'!:ilt!J1司 名詞・ワ究

94 El1i'>リ 15 ，~ 名i司自動詞名詞〈け宜〉名i司留勃i司 (名詞〉サ宜

日 8隠し 110 0 。 名詞・白地動詞 名詞 名i司自動詞 判断{皇官

96 Ellieリ 1'24 '27 '27 名詞・自動お 名読 者i司自動詞 判断{皇官

97 El;品リ 321 0 。 。 。 6~1 名詞自動詑名詞〈サ宜〉名詞自動詞 名詞ザ聖

98 模様菅え 名詞 者i号館勤i司 判断埠官

99 門前払い 7 o ~O 名詞 名E司 名詞 判断{皇官

1∞山分け 975 110 373 38.'2 名詞(~動認 缶詰 名沼地動詞 平'JtH皇官

101枚i脅リ 100β 00 18~ ~ID 金10 名詞自動詰 名詩 名i司自動i司 科lJi(iI官

10~ 積付i才 38.1 名詞'(I!!動詞 名認 名詞{也勃i司 判断{皇官

103 t貴耳~J 。 。 。 100D 。。 40.'2 名詞・{世動誌名指〈サ宜}名詞{量動i司 判断f皇官

104 t貴U荒し 409 ~51 ~5 J 名詞・{世勧i司名認〈守宜〉名詞・他動詞 判断1皇官

105夜i韮l:f 39B 名お・自動詞名詞・自動詞名詞・自動詞 判断埠宮

106 ~圭ll;\1ず '27.'2 名詞・他動詞 名i耳 缶詰・{皆勤i司 判断揮官

NV型 ，，，合ESeb 議lIi縄民"'.. 是l:t田~!~ HY ス"'，H軍司評 議l:t闘車 司題曲
岩置 雪i'lIlUを 百思..程車する

祖合名詞 瓦ル DatcE4=打 ヲ瓦'"ガ"'"ニxb tGZZル8-et割6'C合II ヲ争CスDル+由(6割'C合)) 瞳祖 fHtJVZSEB?鼠83 0cの(6富.c合l.，.n 国語諸島 国去語!II. .長歯車告書孝典 品調a.lt:["'a<l

B 。 D E F 

いしっか なおこ/人文社会科学研究科

(2013年 10J.l 31日受理)
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